
筑後川ダム統合管理事務所は、松原・下筌ダムを始めとする、筑後川水系ダム群の統合的な洪水調

節、流水管理を目的として、昭和54年４月に発足しました。

昭和28年の水害を契機に松原・下筌ダムが計画

され、水没する483世帯が移転を迫られました。ダ

ム建設に反対する住民は、山林地主である室原知幸

氏をリーダーに反対運動を起こし、下筌ダム建設予

定地に砦となる「蜂の巣城」を築き、法廷闘争など

の激しい運動を行いました。国は蜂の巣城への代執

行を行いましたが、反対運動のリーダーであった室

原知幸氏の「公共事業は、法に叶い、理に叶い、情

に叶うものであれ」という訴えは、その後の日本の

公共事業の在り方に極めて大きな影響を与えました。

近年はゲリラ豪雨のような集中豪雨が発生するなどして、急激な川の増水や氾濫などが起こってい

ます。国土交通省では、洪水による被害を少しでも軽減するために、河川の状況や雨量の状況などの

情報をホームページで発信していますので、ご利用下さい。

昭和28年 6月25日
昭和29年 8月
昭和32年 2月
昭和33年 4月16日
昭和35年 4月 1日
昭和38年11月20日
昭和40年 5月11日
昭和41年 3月19日
昭和48年 3月31日
昭和48年 4月 1日
昭和49年 4月11日
昭和52年 4月 1日

昭和54年 4月 6日

昭和56年11月11日
昭和61年 6月 4日
平成 5年 4月
平成 7年 4月

平成13年 4月

平成17年 7月
平成19年  3月
平成25年 9月
平成26年  3月

筑後川大洪水（堤防決壊126箇所、死者147名）

松原・下筌ダム予備調査開始

筑後川治水基本計画決定

松原・下筌ダム調査事務所開設（実施計画調査着手）

松原・下筌ダム工事事務所に名称変更（建設事業着手）

松原・下筌ダム基本計画告示

下筌ダム本体工事着工（竣工　昭和44年8月31日）

松原ダム本体工事着工（竣工　昭和45年3月31日）

松原・下筌ダム完了告示

松原・下筌ダム管理開始

水源地域対策特別措置法施行

松原・下筌ダム再開発事業実施計画調査着手

筑後川ダム統合管理事務所に名称変更

松原ダム再開発事業建設着手

松原・下筌ダム再開発事業基本計画告示

松原・下筌ダム再開発事業完了告示

ダム貯水池水質保全事業（グリーンベルト事業）着手

貯水池保全事業（貯砂ダム）着手

ダム貯水池水質保全事業（樹林帯事業）着手

ダム水環境改善事業着手（完了　平成15年3月）

曝気循環装置の設置（松原ダム）

貯水池保全事業（貯砂ダム）完了

曝気循環装置の設置（下筌ダム）

貯水池水質保全事業（樹林帯整備）完了

筑後川ダム統合管理事務所
http://www.qsr.mlit.go.jp/toukan/

九州地方整備局
http://www.qsr.mlit.go.jp

リアルタイム川の防災情報
https://www.river.go.jp/

筑後川河川事務所
https://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/
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国土交通省 九州地方整備局
筑後川ダム統合管理事務所

松原ダム管理支所
【松原ダム管理受託者：(独)水資源機構】 【下筌ダム管理受託者：(独)水資源機構】

下筌ダム管理支所

福岡県久留米市高野1丁目2番2号
TEL 0942-39-6651（代）

〒830-0002

熊本県阿蘇郡小国町大字黒渕5827-3
TEL 0973-54-3120

〒869-2502
大分県日田市大山町西大山8492-2
TEL 0973-52-3121

〒877-0201

  国土交通省  九州地方整備局

  筑後川ダム統合管理事務所

事事 業業 概概 要要
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福岡市福岡市福岡市 福 岡 県

筑後川筑後川筑後川

筑後川ダム統合管理事務所

佐賀市佐賀市佐賀市

佐 賀 県

有
明
海

熊 本 県

大 分 県

筑後川流域界
県　　　　境

筑後大堰

大山ダム 下筌ダム 松原ダム

小石原川ダム

寺内ダム

筑後川ダム統合管理事務所
筑後川の概要筑後川ダム統合管理とは

筑後川の6つの施設をコントロール筑後川の6つの施設をコントロール筑後川の6つの施設をコントロール

筑後川ダム統合管理事務所では、国土交通省の管理する松原ダム・下筌ダ

ムと水資源機構の管理する寺内ダム、筑後大堰、大山ダム及び小石原川ダム

等を統合管理することで、ダムや堰の効果を最大限に発揮させ、洪水や渇水

による被害軽減に努めています。

型　式：重力式
　　　　コンクリートダム
堤　高：94.0ｍ
堤頂長：370.0m
管理開始：平成25年4月

型　式：アーチ式
　　　　コンクリートダム
堤　高：98.0ｍ
堤頂長：248.2m
管理開始：昭和48年4月

型　式：重力式
　　　　コンクリートダム
堤　高：83.0ｍ
堤頂長：192.0m
管理開始：昭和48年4月

型　式：可動堰
堤頂長：501.0m
管理開始：昭和60年4月

型　式：ロックフィルダム
堤　高：83.0ｍ
堤頂長：420.0m
管理開始：昭和53年6月

型　式：ロックフィルダム
堤　高：139.0ｍ
堤頂長：約558.3m
管理開始：令和3年10月

                      筑後川ダム統合管理事務所
　　　　　　 マスコットキャラクター

　　　　　　  『 トーカン次郎 』

筑後川は、その源を熊本県阿蘇郡瀬の本高原に発し、大分県、福岡県、

佐賀県を流下して有明海に注ぐ、幹川流路延長143km、流域面積

2,860km2の九州最大の一級河川です。上流域には日田市、中流域には

久留米市、鳥栖市、下流域には大川市や佐賀市等の主要都市があり、流

域内人口は約110万人を数え、九州北部における社会、経済、文化の基

盤をなしています。

筑後川流域の平均年降水量は約2,160mm（全国の平均の約1.3倍）

と多く、特に上流域は年降水量が3,000mmを超えるところもあり、過

去から大きな災害に見舞われてきました。一方で、渇水による被害も発

生し人々の生活にも大きな影響を与えたことから、水資源開発や渇水調

整が行われてきました。筑後川の水は上流域では発電に利用され、中下

流域では筑紫平野や藩政時代から干拓されてきた広大な水田を潤してい

ます。また生活用水として流域内外の約380万人に水を供給するなど、

人々に大きな恵みをもたらしています。

3
流況（m メートル/sec） 豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量

令和5年 90.47 60.61 44.84 41.99

過去１０年平均 94.86 62.32 50.01 41.78

瀬の下地点流況

                      筑後川ダム統合管理事務所
　　　　　　 マスコットキャラクター

　　　　　　  『 トーカン次郎 』
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■雨が多い季節は、大雨の際に下流が洪水
にならないように、一時的に水を貯めるた
めに空けています。

ダムの緊急放流とは、ダムで貯留でき
る能力を超えるような大雨・洪水により
ダムが満水となった場合に、ダム上流側
から流入する水をそれ以上貯留できなく
なり、ダムからの放流量をダムへの流入
量と同程度とする操作のことです。

ダムで洪水調節することで下流部を洪
水から守ってきた状態から、洪水調節で
きない状態（下流部を守ることができな
い状態）となり、下流の河川では水位が
上昇し、氾濫するおそれが極めて高くな
ります。

ダム下流部の地域においては、洪水ハ
ザードマップを確認するとともに、自治
体が発表する避難情報やダムの放流警報
を確認し、安全な場所へ避難するなど、
適切な防災行動をとる必要があります。

下筌ダムでは、令和２年７月豪雨時に
管理開始以来、初めて緊急放流（異常洪
水時防災操作）を行い、クレストゲート
（非常用洪水吐）からの放流を行いまし
た。緊急放流が予測される場合、下流側
の住民は避難の可能性が生じます。

ダムから緊急放流する場合に課題とな
る地域住民の避難行動等の対策について
は、「松原・下筌・大山ダムとともに水
害に強い地域づくりを考える意見交換
会」を立ち上げたり、防災教育、出前講
座を実施したりして、流域住民の方々と
連携しながら取り組んでいます。

筑後川では、昭和28年6月の西日本大水害を受けて、昭和32年に「筑後川水系治水計画」を策定

し、この計画に基づき昭和48年に松原ダム及び下筌ダムが建設されました。

平成9年の河川法の改正にともなって、平成18年7月に今後20～30年後の河川整備の目標や具体

的な実施内容を定めた「筑後川河川整備計画」を策定し、令和4年9月変更しました。

※上記に示す流量は、ダムによる洪水調節後の河道整備目標流量です。図中の数値は、各河川におけるピーク流量を示しています。本川と各支川のピーク発生時刻には時差があること
から、支川のピーク流量が本川のピーク流量時の合流量とはなりません。　　　　

昭和54年6月　合川大橋付近 平成5年6月　松原ダム（風倒木） 平成2年7月　 立川（日田市）

（出典：「筑後川水系河川整備計画　R4.9 変更」）

松原ダム・下筌ダムに加え、大山ダム、小石原川ダム等のダム群にて、ダムに流れ込む流入量の一

部を洪水調節によりダムに貯留し、下流域の被害軽減を図ります。

■上流に大雨が降ると大量の水がダムに流
れ込みます。ダムは一時的にその水を貯
めることで、下流への水の流れを調節し、
洪水による災害が発生するのを防止しま
す。

■ダムから下流に流す水の量は上流から流
れ込む量に応じて増やします。この時、
下流の水位が上がるため、警報（サイレ
ン等）を発信します。下流の方々は水位
上昇に十分注意してください。

■雨がやんで、次の洪水に備えるためにダ
ムの水位を下げた後、下流の水位は徐々
に平常時の状態に戻ります。

筑後川流域ではたびたび大きな水害に見舞われてきました。

昭和28年6月　久留米医大付近

洪水発生年 原因 瀬の下地点水位(m) 洪水被害の概要

昭和28年 6月 死者147人、流出全半壊12,801戸、床上浸水49,201戸、
床下浸水46,323戸、堤防決壊等122箇所、被災者54万人

昭和54年 6月 床上浸水71戸、床下浸水1,355戸

昭和55年 8月 床上浸水713戸、床下浸水7,395戸

昭和57年 7月 床上浸水244戸、床下浸水3,668戸

昭和60年 6月 床上浸水61戸、床下浸水1,735戸

平成2年 7月 床上浸水937戸、床下浸水12,375戸

平成3年 9月 1991年 ― 風倒木面積19,000ha、風倒木本数1,500万本
（夜明上流域）

平成5年 9月 床上浸水156戸、床下浸水135戸

1953年

1979年

1980年

1982年

1985年

1990年

1993年

梅雨前線

梅雨前線

秋雨前線

梅雨前線

梅雨前線

梅雨前線

台　風

9.02

6.44

5.46

6.08

5.10

5.48

4.56

平成24年 7月 床上浸水162戸、床下浸水442戸2012年 梅雨前線 6.54

平成29年 7月 床上浸水282戸、床下浸水567戸（速報値）
花月川や中流右岸支川（赤谷川等）大きな洪水を記録

2017年 梅雨前線 5.66

平成30年 7月 床上浸水423戸、床下浸水1,011戸
久留米市内において、甚大な内水被害を記録2018年 梅雨前線 6.26

令和2年 7月 床上浸水355戸、床下浸水1,600戸
久留米市内において、甚大な内水被害を記録

2020年 梅雨前線 6.98

台　風

令和3年 8月 床上浸水282戸、床下浸水567戸
久留米市内において、甚大な内水被害を記録2021年 前　線 5.31

350
1200

注）数値：河道の整備目標流量（m3/s）

凡　

例

■  ：基準地点 ○  ：主要地点 （水）：水資源機構所管
　  ：調査中 　  ：建設中 　　　：既設

松原ダム

下筌ダム

平常時（晴れの日が続いている時）

平常時の水位下筌ダム下筌ダム下筌ダム

松原ダム松原ダム松原ダム 平常時の水位

山間部から水が流れ
てきます。

利水に必要な水が
貯められています。

洪水の時に水を貯
める部分です。

平常時の川の流れです。

上流に大雨が降ったとき

ダム放流中
キケン

平常時の水位下筌ダム下筌ダム下筌ダム

松原ダム松原ダム松原ダム 平常時の水位

山間部から大量の雨
水がダムに流れ込み
ます。

ダムの水位は平常
時よりも上昇します。

川の水は平常時よりも
増水します。川の中に
いるのは危険です。

出水年月日

松原ダム

ピーク流入量 洪水調節量
（ｍ /s）

1,332

2,807

951
506

1,705

193
733

717

112
3.93

5.32

3.30
1,082

1,969

460
2,278

4,649

1,544

ピーク流入量
（ｍ /s）

ピーク流入量
（ｍ /s）（ｍ /s）

洪水調節量
（ｍ /s）

洪水調節量
（ｍ /s）

下筌ダム 小渕地点

H28年6月23日
H29年7月  6日

R  2年7月  8日

筑後川の整備目標流量図（令和4年9月）

近年の主な洪水 洪水調節実績

高水管理の主な流れ

ダム統管の働き（高水管理）

令和2年7月豪雨の下筌ダムの防災操作（緊急放流）

筑後川の洪水対策

洪水から守るために洪水から守るために洪水洪水洪水から守るため洪水から守るために洪洪

約0.89m
水水位低減

推定水位 66.28m

最高水位 5.39mm

松原・下筌ダムで約54,744千m の水を貯め込んだ。
これは福岡Pay Payドームの約31杯分です。
（7月6日16時から7月7日11時までの松原・下筌ダムの合計）

▽ダムで河川の水量を調節しなかった場合

小渕水位観測所

(筑後川河川事務所所管)

大山川と玖珠川の合流点より、

約0.5km下流地点

松原ダム(日田市)

河口から約94km上流

下筌ダム(日田市・小国町)

松原ダムから約5km上流

▼計画高水位 5.50m

▼はん濫危険水位 5.00m

▼はん濫注意水位 3.00m

▼水防団待機水位 2.20m

▼避難判断水位 4.50m

△今回の大雨で観測した河川水位

小渕水位観測所地点水位比較図

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

左岸側

右岸側

洪水操作前水位　236.75m

【松原・下筌ダムの操作状況】

【松原・下筌ダムの効果】

約42mダムに貯めました

約16mダムに貯めました

2,064m /s
約4m

349m /s満水位273m

満水位336m

331.77m

252.45m洪水操作後水位

洪水操作後水位
7月7日　15:10

＜流入量＞
下筌ダムへ流れてくる水量

＜放流量＞
下流河川へ流す水量

＜放流量＞
下流ダムへ流す水量

7月7日　8:30

梅雨期制限水位 292m

梅雨期制限水位 238m

約21m

922m /s

松原ダム・下筌ダム
への合計最大流入量

3,516m3/s
※7/7_6:20

洪水操作前水位　290.24m

令和2年7月8日　0時30分
1,340m3/s放流中　写真

＜最大放流＞

3

3

3

3

3 3 3 3 3 3
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給水車が出動（S53年渇水） 干上がった寺内ダム（H6年渇水）

筑後川の水は、福岡県、佐賀県、大分県の約380万人の水道水や工業用水、農業用水、発電用水、

河川環境の保全など、多くの恵みをもたらしています。

そのような中、平成６年及び平成１４年に代表されるように、近年でも大きな渇水に見舞われてい

ます。現在においても慢性的な水不足の状態にあり、概ね２年に１回程度の割合で取水制限や渇水調

整が行われています。

気象及び筑後川水系の利用状況を正確且つ迅速に収集し、ダム群に貯めていた水を利用し筑後川水

系の流水の正常な機能の維持の増進や福岡都市圏、久留米市、佐賀市など流域内外への水道用水の供

給を効率的に実施します。

ダムは、河川の流量が豊かな時期に水を貯

留しておき、流量が不足したときにその水を

放流し、補給します。

また、洪水期には洪水を貯めるための容量

（洪水調節容量）を確保しておくため、水位

を下げておきます。（松原ダム・下筌ダム）

なお、期別の設定が無く、年間を通じて一

定の容量のダムもあります。（大山ダム・寺

内ダム・小石原ダム）

管内のダムや筑後川の流量データ・気象情報等を用いながら、筑後川の流水の状況（流況）を日々

確認・予測し、降雨が少ないなど筑後川の水が少ない場合（渇水）は、ダムに対して水を貯めないよ

うにしたり、ダムに蓄えていた水を下流に流すなどの調整を行い、良好な河川環境の維持及び必要な

水が取水できるように関係機関と連携を図っています。

筑後川流域は、昭和53年、平成6年、平成14年、平成22年、令和５年に渇水被害に見舞われま

した。

渇水の場合、各ダムから水を流しますが、ダムの水が少なくなった場合は、国、県、利水者など関

係者が集まり、取水量を減らしたり水を融通しあう渇水調整会議が開かれ、水の調整が行われていま

す。

ダムの働き

筑後川の水の利用状況

筑後川の水 ダム統管の働き（低水管理）

渇水対策

水を有効利用するために水を有効利用するために水を水を水を有効利用するために水を有効利用するために水水

福 岡 県

山神・牛頸・北谷ダム管理
出張所（山神ダム）

合所ダム管理出張所
（合所ダム）

大山ダム管理所

福岡導水事業所

両筑平野用水管理所
（江川ダム）

水資源機構  筑後川局

九州地方整備局

筑後川河川事務所

雨量計

雨量レーダ

気象情報等

水位計

情
報
収
集

筑後川ダム統合管理事務所

寺内ダム管理所

筑後川下流用水管理所

筑後大堰管理所

情報
解析 発信

小石原川ダム管理所

筑後川上流総合管理所

筑後川下流総合管理所

那珂県土整備事務所

福岡県朝倉農林事務所

佐賀河川事務所

【松原ダムの場合】

発電容量
流水の正常容量
水道用水

非洪水期
（10/1～6/10）

梅雨期
（6/11～7/20）

台風期
（7/21～9/30）

洪水期（6/11～9/30）

EL273.00m
洪水時最高水位

洪水貯留準備水位
（台風期）

洪水貯留準備水位
（梅雨期）

堆　砂　位

ダム天端 EL275.00m

EL192.00m

EL269.00m

EL238.00m

EL236.00m

堆砂容量　

台風期
洪水調節容量

発電容量
及び水道用水

発電容量
及び水道用水

梅雨期
洪水調節容量

この部分に貯め
た水を下流に流
して「利水補給」
を行います。

この部分を空にし
ておき、洪水の時
に一時的に水を
貯めることで洪水
を防ぎます。

下筌ダム 松原ダム



赤
石
川

釈迦岳（県） 椿ヶ鼻（気）

池鶴（県）

大山ダム（水）

崩の平（水）

南小国（気）

大山川取水堰（九）

鳴子川発電所

鯛生小水力発電所

夜明発電所

筑後川ダム統合管理事務所管内図
1 : 120,000

平成25年10月

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分1地形図を複製し
たものである。（承認番号　平25九複、第77号）」
「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分1地形図を複製し
たものである。（承認番号　平25九複、第77号）」
「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分1地形図を複製し
たものである。（承認番号　平25九複、第77号）」

農 業 用 水 路
工 業 用 水 路 お よ び 雑 用 水 路
発 電 用 水 路
農 業 用 水 取 水 堰
工 業 用 水 取 水 地 点
雑 用 水 取 水 地 点
発 電 所
ダ ム

河 川 お よ び 大 臣 管 理 区 間
流 域 界
行 政 界

雨 量
水 位
テ レ メ ー タ ー

観 測 所

小五馬（ダム）

千丈（ダム）

小ヶ瀬（筑）

雉谷（ダム）

中原（ダム）

黄川（ダム）

星和（ダム）

万成（ダム）

鯛生（ダム） 栃野（ダム）

下筌（ダム）

立（ダム）

松原（ダム）

津　
江　
導　
水
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河 川 名
位 置

ダム
型 式
堤 高
堤 頂 長
堤 体 積
貯水池
流 域 面 積
湛 水 面 積
総 貯 水 容 量
有効貯水容量
堆 砂 量
計 画 高 水 量
調 節 流 量
調 節 後 流 量

（m）
（m）
（m3）

（km2）
（km2）
（m3）
（m3）
（m3）
（m3/s）
（m3/s）
（m3/s）

松原ダム
筑後川（大山川）

右岸：大分県日田市天瀬町
左岸：大分県日田市大山町

重力式コンクリートダム
83.0
192.0

（本体）294,000

491.0
1.9

54,600,000
47,100,000
7,500,000

2,770
1,670
1,100

下筌ダム
津江川

右岸：熊本県阿蘇郡小国町
左岸：大分県日田市中津江村

アーチ式コンクリートダム
98.0
248.2

（本体）282,000

185.0
2.0

59,300,000
52,300,000
7,000,000

1,700
1,350
350

寺内ダム
佐田川

右岸：福岡県朝倉市荷原
左岸：福岡県朝倉市荷原

ロックフィルダム
83.0
420.0

（本体）3,000,000

51.0
0.9

18,000,000
16,000,000
2,000,000

300
180
120

大山ダム
赤石川

右岸：大分県日田市大山町
左岸：大分県日田市大山町

重力式コンクリートダム
94.0
370.0

（本体）580,000

33.6
0.6

19,600,000
18,000,000
1,600,000

690
570
120

小石原川ダム
小石原川

右岸：福岡県朝倉市江川
左岸：福岡県朝倉市江川

ロックフィルダム
139.0
558.3

（本体）8,700,000

20.5
1.2

40,000,000
39,100,000
900,000

190
140
50

昭和48年完成Ｆ・Ｎ・Ｗ・Ｐ【直轄】 昭和48年完成Ｆ・Ｎ・Ｐ【直轄】

ダムでは、洪水による川の増水を軽減するために水を貯めたり、川の水が少なくなったときにはダ

ムからの水を放流し、各種用水を補給します。

堰では、洪水をスムーズに流したり、水道用水の確保、取水位の安定や塩害を防ぐ役割があります。

このように、それぞれの施設が目的に合わせて水をコントロールしています。

松原ダム・下筌ダム・寺内ダム・大山ダム・小石原川ダム・筑後大堰などを統合管理することで、

水系一貫とした効果的な洪水調節や水資源の有効利用を行うことが出来ます。

＜目的略字＞
Ｆ：洪水調節  Ｎ：流水の正常な機能の維持  Ａ：かんがい用水  Ｗ：上水道用水  Ｐ：発電  Ｕ：渇水対策

令和3年完成Ｆ・N・W・U【水機構】 昭和60年完成Ｆ・N・A・W【水機構】

平成25年完成Ｆ・N・W【水機構】昭和54年完成Ｆ・N・A・W【水機構】

45,800,000㎥ 51,300,000㎥

22,000,000㎥

52,300,000㎥

59,300,000㎥

7,600,000㎥

1,300,000㎥ 1,000,000㎥

7,500,000㎥ 7,000,000㎥

39,500,000㎥ 30,300,000㎥

47,100,000㎥

54,600,000㎥

下筌ダム松原ダム

ダム諸元

大山ダム寺内ダム

筑後大堰小石原川ダム

筑後川のダム・堰群

６つの施設の連携で流域の生活を支えま６つの施設の連携で流域の生活を支えます６つ６つの施設の連携で流域の生活を支えます６つの施設の連携で流域の生活を支えま６つの施設の連携で流域の生活を支えますます

ダム天端 EL264.00m

EL170.00m

洪水時最高水位

平常時最高貯水位

最低水位

EL259.00m

EL245.00m

EL206.20m

ダム天端 EL136.00m

EL53.00m

洪水時最高水位

洪水貯留準備水位

堆　砂　位

EL131.50m

EL120.10m

EL93.00m

7,770,000m3
洪水調節容量

堆砂容量
2,000,000m3

水道用水

かんがい容量

既得取水の安定化
及び河川環境の保全

3,530,000m3

4,000,000m3

700,000m3

7,000,000m3
洪水調節容量

堆砂容量
1,600,000m3

既得取水の安定化
及び河川環境の保全

都市用水

4,700,000m3

6,300,000m3
寺
内
ダ
ム

大
山
ダ
ム

ダム天端 EL359.00m

EL220.00m

洪水時最高水位

平常時最高貯水位

最低水位

EL353.00m

EL349.10m

EL279.30m

4,100,000m3
洪水調節容量

堆砂容量
900,000m3

水道用水

不特定用水

渇水対策

4,600,000m3

11,700,000m3

18,700,000m3

小
石
原
川
ダ
ム

EL－2.70m

計画高水位

常時湛水位

最低水位

TP+9.56m

TP+3.15m

TP+2.44m
水道用水

河川容量

930,000m3

4,570,000m3

筑
後
大
堰
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調 節 流
調 節 後 流 量調 節 後 流 （m（ 3//s）/ ）

流水
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樹林帯整備（松原・下筌ダム）

事業実施直後

整備後約10年経過

事業実施前

コンプレッサー

エアホース
（圧縮空気を送気）

松原ダム松原ダム松原ダム

久留米市

夜明ダム

筑後大堰

河川の水量を確保！

↓
川に棲む魚に好環境

有 明 海

松原ダム松原ダム松原ダム

久留米市

夜明ダム

筑後大堰

有 明 海

河川の水量が少なく、アユ
等の生息環境に影響。

河川の水量が少なく、エ
ツ等の生息環境に影響。

松原ダム選択取水設備

曝気循環装置イメージ図

大雨の後にはダム上流からの濁水の影響でダム湖内が濁ってしまいます。この濁水をダムから流すと、

河川に生息する生物に影響を与える恐れがあるため、ダムに溜まっている水の中から、表面や下部の濁

りの少ない水をダムから流し、河川環境を保全しています。

梅雨に備えて、洪水を防ぐためにダムの水位

をあらかじめ下げておく必要があります。筑後

川流域では、6月期に広域的かつ多くの水利用

が行われており、その結果下流に十分な水量が

なく、下図のような問題が発生します。

そこで松原ダムでは、下流に流すための水量

を確保し、下流に供給する弾力的管理試験を実

施しています。

これにより下流の流況改善や河川環境の保全

に役立てています。

松原ダムの曝気の様子

下筌ダムの曝気の様子

　松原・下筌ダムでは、貯水池内に流入する土砂や濁水を抑制するため

に、樹林帯整備（平成5～25年度）を実施しました。今後整備箇所の維

持管理（下草刈り・補植など）を継続実施していくことで、貯水池への

土砂流入及び濁水の軽減効果が見込まれます。その他には、動植物の居

住空間及び生育環境より良い景観の構成要素としても重要な役割を果た

しています。

平成22年9月16日　松原ダムのアオコ

　アオコなどの水質問題対策として曝気循環装置を松原ダム・下筌ダムに設置しています。この装置は

ダムの下部から水中に空気を送り込むことによってダム湖水を循環させ、水質改善を図るものです。

問題点 対応策

選択取水設備（松原ダム） 曝気循環装置（松原・下筌ダム）

弾力的管理試験（松原ダム）

松原・下筌ダム環境への取り松原松原 下筌ダム環境 の取り組み松原・下筌ダム環境への取り組み松原・下筌ダム環境への取り組み松松

下筌ダム

松原ダム
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442

天瀬高塚

日田

大 分
自 動 車 道

阿　蘇　郡

中津江村中津江村

天瀬町天瀬町

小国町小国町

日田市日田市

上津江町上津江町

前津江町前津江町

大山町大山町

大　分　県

熊　本　県

松原ダム

大山ダム

下筌ダム

玖　珠　川

庄手川

花
月
川

赤
石
川

鯛
生
川

川
原
川

大
山

川

杖
立
川

上
野
田
川

筑 後 川

遊水峡

小国ドームケヤキ
水源

オートポリス

尾ノ岳

上津江
しゃくなげ園

高塚愛宕地蔵尊

市ノ瀬公園

天ヶ瀬温泉

道の駅水辺の郷おおやま

杖立温泉

豊後･大山ひびきの郷

おおやま
大久保台
梅林公園

鯛生金山地底博物館

奴留湯温泉共同浴場

ゆけむり茶屋

慈恩の滝

鯛生スポーツ
センター

道の駅「小国」ゆうステーション

小国町物産館
ぴらみっと

須永博士美術館

北里柴三郎
記念館木魂館

下城大イチョウ

坂本善三美術館

鍋ヶ滝

小国両神社

田北供養塔

老松神社

木の花
ガルテン

鯛生家族旅行村

伝来寺庭園

宮園津江神社

酒呑童子山登山道

しもうけ館

天瀬総合グランド

天瀬温泉
カントリークラブ

曽田の池

顕徳坊階段と
顕徳坊尊

桜　滝

観音の滝

天瀬農業公園
（ローズヒルあまがせ）

湯ノ釣温泉

湯浅農園

楓葉（かえで）の滝

夕日の滝

　山伏の滝

わいた温泉郷

鏡ヶ池

杖立橋+Pホール

酒呑童子山

道の駅
せせらぎ郷かみつえ

兵戸峡谷

黄金の滝

キサギ淵

つえエーピー

上津江フィッシングパーク

杖立温泉鯉のぼり祭り（小国町）

五馬くにち（天瀬町）

日田おおやま梅まつり（大山町）

麦餅つき祭り（中津江村）

小野民芸村（ことといの里）

小鹿田焼の里

日田温泉街

サッポロビール九州
日田工場

大野老松天満社

釈迦岳

清渓文庫

行徳家住宅

慈眼山
永興寺

大原八幡宮

日田祇園山鉾会館

日田神社

咸宜園

スノーピーク奥日田

天領日田資料館

萩尾公園

いいちこ
日田蒸留所

石坂石畳道

日田玖珠地域
産業振興センター

鵜飼い、屋形船

亀山公園

岳林寺

大野楽（前津江町）

天領日田おひなまつり（日田市）

まつばら館

福岡佐賀

長崎

大分

熊本

宮
崎

鹿児島

日 田 市
小 国 町

N

S

EW

N

S

EW

N

S

EW

フォレストアドベンチャー

渓谷まつり（上津江町）
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蜂ノ巣湖（ダム湖）の500本の桜の

下、平成元年4月から「蜂ノ巣湖畔で

つなごう流域の輪」をキャッチフレー

ズにダム建設に伴う移転者と上流域と

下流域の人々の親交を深める場として

桜まつりは始まりました。令和4年か

らは、参加者を限定せず多くの方々や

地域住民の交流の場としても楽しめる

祭りとして開催しています。

この交流会は、筑後川の水を水道水

として利用している福岡市の城南・野

多目校区の子供たちが毎年春に開催さ

れる蜂の巣湖桜まつりで桜の木などを

植樹したことが発端となり、植樹した

桜の木などの管理のため子供たちとＮ

ＰＯ法人下筌ダム湖と森の会と蜂の巣

湖桜まつり実行委員会の有志などで活

動（交流会）を行っています。

松原ダムによって誕生した人造の湖

「梅林湖」。この湖で毎年10月～5

月頃の間遊覧船が運行され、渓谷を眺

めながらクルージングが楽しめます。

ヤマザクラ、新緑、紅葉が美しく、

冬場は渡り鳥が飛来し、間近に自然を

満喫できます。

松原・下筌ダムでは、ダムへの正

しい理解や関心を深めてもらえるよ

うに、ゲート室や制御室などダム内

部の案内やダムの役割の説明などを

行う見学会を行っています。

月～金曜日（9時～17時まで）所

要時間は60～90分程度（希望時間

に合わせて行程を組みます）で行っ

ています。

詳しくは、筑後川ダム統合管理事

務所HPにて御確認下さい。（右側の

QRコードをスマホのカメラで読み込

んでください。）

松原ダム見学受付 下筌ダム見学受付

蜂ノ巣湖桜まつり

上下流交流会・筍掘り体験交流会

松原ダム遊覧船

ダム見学会

ダム湖の協働管理
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